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9 当科における聴器痛症例の検討

松山 洋 ･富田 雅彦 ･佐藤 克郎

高橋 姿

新潟大学保菌学総合病院耳鼻咽喉科

当科で加療した聴器癌の36例につき検討 した.

期間内の聴器癌は念頭頚部癌の3.5%にあたった.

原発巣は外耳道癌が67%と最も多く,中耳癌,耳

介癌と続いた.年齢の中央値は66歳,男女比は約

3対2であった.主訴は鞘属が最も多く,耳掻樺

感,耳痛が続いた.外耳道癌 ･中耳癌の26%に耳

手術の既往があり,35%に耳掻きの常習癖があっ

た.病理組織型は扇平上皮癌が94%,悪性黒色腫

が6%であった.扇平上皮癌の62%に手術を施

行,残り38%に根治照射を行い,手術例の67%

に術後照射を追加した.扇平上皮癌症例の5生率

は外耳道癌が74%と最も良好で,耳介癌 67%,

中耳癌34%と続いた. 手術可否別の5年生存率

は手術施行例82%,手術不能例29%と有意差を

認めた.手術施行例の術後照射施行例と非施行例

a)5年生存率に有意差はなく,聴器癌の治療にお

いては,椙極的に-塊切除手術を行い,症例によ

り術後照射を追加する方針が妥当と思われた

10 下咽頭癌症例における機能温存治療
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頭頚部領域は多くの感覚器を含むため,治療に

際して機能温存を強く要望されることが多い.特

に発声機能の喪失という重篤な合併症をともなう

下咽簸酎爵症例では,治療方針に機能温存のarmを

持たないことは許零されない時代が近くなると思

われる.当科では下咽頭進行癌治療において,導

入化学療法 (IC)の効果により継続的な放射線

化学療法 (C現T)の妥当性を判断し喉頭温存を目

指している.ICの治療効栄からCRTでは根治が

望めないケ-スは拡大切除後にプロボックス手術

を行い,筆問癌のCRT後再発例,他癌で既に頚部

に放射線治療を施行されたケースは喉頭温存下咽

頭部分切除など外科治療で発声機能を担保する手

段を備えている.2007年4月から2009年4月ま

でに,当村で経験した下咽頭癌症例における機能

温存治療の現状について,喉頭温存下咽頭部分切

除術の有効性を中心に報告した.

11 喉頭全摘症例におけるプロヴォックスボイス

プロテーゼによる発声権能の再拝得

佐藤雄 灘 ,佐々本望暢 ･石岡革 凋;
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本邦における喉頭全摘後の発声機能のリハビリ

は食道発声が主流である.食道発声は,費用がか

からず,余分な手術も必要とせずに自然な発声が

可能となる長所もあるが,習得までに長期間の特

別な訓練が必須であり,成功率は50%以下とい

う短所も見受けられる.これに対して,欧米で普

及しているプロヴオツクスなどのシャント発声で

は,手術および術後のメンテナンスに費用はかか

るが,発声に際して特別な訓練も不安で,症例の

90%以上に自然な発声が期待できる.演者は新潟

県で初めて2006年 1月から喉頭全摘愚者にプロ

ヴオツクスによるシャント発声を導入した.これ

まで経験した7例全例で,発声機能の再獲得が可

能であった.また, 患者さんは術後早期に言葉に

よる社会複層が可能となったこと,自然な発声で

術前と同様のコミュニケ-ションがとれたことに

大いに膏ばれている.本法の適応,手術からリハ

ビリまでの詳細,自験例の発声をDVDにて供覧

する.

12 乳癌の原発巣と再発 ･転移巣におけるバイオ

マーカーにおよぼす薬物療法の影響
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E背景】再発乳癌の治療はER,PgR,HER2など

治療効果予測因子に基づく薬物療法が基本とな


